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幌延深地層研究計画
第1段階成果取りまとめの骨子

平成18年10月4日

地層処分研究開発部門

幌延深地層研究ユニット
地層処分基盤研究開発ユニット

地層処分研究開発・評価委員会

資料２－６ (H１８．１０．４)
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構成と対象範囲（研究開発課題）

分冊「地層処分研究開発」

分冊「深地層の科学的研究」

深地層の科学的研究 ①地質環境調査技術開発

②地質環境モニタリング技術の開発

③地質環境の長期安定性に関する研究

④深地層の工学技術の基礎の開発

⑤人工バリア等の工学技術の検証

⑥設計手法の適用性の確認

⑦安全評価手法の適用性の確認

処分技術の信頼性向上

安全評価手法の高度化
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位置づけ
研究開発課題①～④に係る調査研究の成果を中心とした取りまとめ

主要メッセージ
第1段階調査研究は当初の目標どおりに達成

第2段階以降の調査研究の必要性・課題を確認

堆積岩を対象とした処分事業の基盤技術を整備

大目次
1章 「はじめに」
2章 「幌延深地層研究計画・第1段階調査研究の概要」
3章 「研究所設置地区および研究所設置場所の選定」
4章 「研究所設置地区およびその周辺における地上からの調査研究」
5章 「深地層における工学技術の基礎の開発」
6章 「地下施設建設に伴う周辺環境への影響調査」
7章 「おわりに」

分冊「深地層の科学的研究」：概要
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1章 「はじめに」

幌延深地層研究計画は・・・

原子力長計および原子力大綱に示された「深地層の研究施設」計画の一つ
で，堆積岩，塩水系地下水，軟岩を対象に3段階／20年で実施

深地層の科学的研究，処分技術や安全評価に係る基盤的な研究開発，安
全規制のための研究開発を進める計画であり，処分施設の計画とは区分

事例を通じた知識の積み重ねと技術基盤の整備が成果であり，原環機構の
処分事業や国の安全規制の研究開発，国民理解の促進などに寄与

第1段階成果取りまとめは「研究開発課題に係る調査研究成果の取りまとめ
と課題の整理」と「一連の方法論と知見の整理」を目標とし，2分冊で構成

2章 「幌延深地層研究計画・第1段階調査研究の概要」

第1段階目標の達成に向け，研究所設置地区および研究所設置場所の選
定のための段階的な調査を実施し，研究所設置地区およびその周辺におい
て主たる調査研究を展開

分冊「深地層の科学的研究」：1・2章の骨子
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3章 「研究所設置地区および研究所設置場所の選定」

処分地選定の要件とは区別し，処分事業／安全規制と国民理解の促進に
寄与する研究所設置の観点から「研究対象の地層と地下水の分布」と「地下
施設の安全な建設と研究環境の確保」を基本的要件として設定

既存情報を用いて研究所設置候補区域（4区域）を選定→広域調査に基づ
き研究所設置対象区域（2区域）を選定→技術的比較と社会的条件などに基
づき研究所設置地区を選定→地表からの調査と社会的条件などに基づき
研究所設置場所を選定 ➡地区・用地選定の実例

地区・用地選定の経験から，地質環境要件と安全要件に加えて，社会的条
件（許認可や規制），地形条件，道路・土地利用状況が重要

分冊「深地層の科学的研究」：3章の骨子

研究所設置地区および研究所設置場所の選定プロセス
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4章 「研究所設置地区およびその周辺における地上からの調査研究」

既存情報を用いた調査，地表からの調査，ボーリング孔（HDB-1～11孔）を
利用した調査をとおして・・・

深度1,000mまでの堆積岩について，物質移動・遅延，地質環境の長期変遷，
坑道掘削に伴う擾乱の観点から，重要な地質環境の特性・プロセス（例えば，
不連続構造分布，地下水流動，侵食・堆積作用，力学・熱特性など）の大部
分を概略的に把握

堆積岩を対象とした調査→データ解釈
→モデル化・解析の基本的な進め方を
統合化データフローとして整理

地下施設近傍の地質・地質構造および
地下施設の建設に伴う地下水の流動・
水質／力学特性の変化を推定

分冊「深地層の科学的研究」：4章の骨子（1）
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4章 「研究所設置地区およびその周辺における地上からの調査研究」

塩水系地下水が分布し，ガス・石油を胚胎する堆積岩を対象として・・・

長期モニタリング装置の適用性と水質モニタリング
における課題を確認

主要な調査技術に係る技術的知見（例えば，ベント
ナイト泥水掘削，水理試験手順，複数の地上物理
探査とボーリング調査やガス調査の組み合わせに
よる断層の推定手法などの有効性）および経験や
ノウハウを蓄積

必要な情報の不足や不十分な品質管理という反省
点を踏まえ，処分事業や第2段階以降の調査研究
では，対象項目の優先度の明確化と戦略的な調査
研究計画の策定に加え，実施体制づくりと個別の
調査における品質管理体系の整備が必要

分冊「深地層の科学的研究」：4章の骨子（2）
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5章 「深地層における工学技術の基礎の開発」

幌延深地層研究計画における地下施設は・・・

安全な建設と維持を前提とし，合理
的に設計

地上からの調査研究結果，現有の
施工技術，安全・環境保全上の制
約と時間的・経済的な制約に基づき，
仕様・レイアウトを決定し設計・施工
計画を策定

地下施設の設計・施工計画に係る
検討をとおして，軟岩中の地下坑道
の設計・施工対策技術と安全確保
技術を高度化・体系化

6章 「地下施設建設に伴う周辺環境への影響調査」

安全・環境保全と社会的な側面の重要性から自主的に実施し，動植物の保
全措置の有効性と造成・地上工事の影響が無いことを確認

分冊「深地層の科学的研究」：5・6章の骨子
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7章 「おわりに」

第1段階調査研究をとおして・・・

当初目標である「坑道掘削前の深部地質環境の把握」と「地下施設の設計・
施工計画の策定」を達成

調査研究の進展に伴い残された課題と新たな課題を整理し，第2段階以降
の調査研究の必要性を明確化

実際の地質環境（堆積岩，軟岩）を対象とした地上からの調査・評価技術を
整備し，処分事業の基盤技術となる技術的知見やノウハウなどを整理

第2段階以降の調査研究は・・・

第1段階の課題の解決と調査研究成果の妥当性（例えば，地質環境モデル
や地質環境の変化の推定結果，設計・施工技術など）の確認に向け，計画
の見直しと具体化が必要

地層処分研究開発と連携した合理的・体系的な実施が重要

分冊「深地層の科学的研究」：7章の骨子
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位置づけ
研究開発課題⑤～⑦に係る調査研究の成果を中心とした取りまとめ

主要メッセージ
第2次取りまとめの設計手法の適用性を確認

概要調査段階における設計上の留意点を整理

地質環境調査から物質移行解析に至る一連の方法論を例示

概要調査段階の安全評価における調査や解析上の留意点を整理

大目次
1章 「はじめに」
2章 「処分技術の信頼性向上」
3章 「安全評価手法の高度化」
4章 「おわりに」

分冊「地層処分研究開発」：概要
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2章 「処分技術の信頼性向上」

具体的な地質環境条件に適用できる処分場全体設計フロー （処分孔竪置
き方式の例）の見直しと人工バリア設計手順の明確化

設計用物性値や深度設定の考え方，施設／人工バリアと閉鎖設計手法の
適用性を例示し，設計手法の適用性を確認

低アルカリ性コンクリートの施工性や
耐久性（例えば，施工に必要な流動性
など）に係る試験研究結果から，その
適用性を確認

地質環境調査手法，設計手法，材料
選定，データ設定に加え，安全機能上
の制約条件などの観点から留意すべ
き事項を整理

第2段階の平成17～21年度（5ヵ年）に
焦点をあてた工学技術の適用性に関
する研究計画の概要を策定

分冊「地層処分研究開発」：2章の骨子
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3章 「安全評価手法の高度化」

地上からの調査をとおして，実際の地質環境データに基づく調査→データ解
釈→解析・モデル化の基本的な進め方を統合化データフローとして整理

統合化データフローの個々の要素
における作業内容を具体化し，各
要素間での情報の受け渡しなどの
作業を行う上での留意点を整理

地質環境データに基づく物質移行
概念の検討，モデルの作成，パラ
メータの設定に係る検討をとおして
個別作業の手順を整備

物質移行解析結果への感度が高い
因子や不確実性の幅が大きな因子
に係る検討をとおして調査・解析に
おける留意点を整理

分冊「地層処分研究開発」：3章の骨子
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岩盤の熱特性の把握

地温勾配分布の把握

断層破砕帯などの有無の
把握

EDZの物性／分布の把握

地下空洞への地下水流入
量の把握

岩盤物性の把握

岩盤の応力場の把握

帯水層中の流速分布の把
握

帯水層の分布の把握

コロイド／有機物／微生
物の影響の把握

物質移動場の把握

岩盤の収着・拡散特性の
把握

塩分濃度分布の把握

pH分布状態の把握

酸化還元環境の把握

透水性分布の把握

動水勾配分布の把握

移行経路として重要な
構造の把握

被覆層の厚さの把握

岩盤の地質学的不均質性
の把握

目標／課題概念化／モデル化／シミュレーション解釈／データセットデータ調　査

既存情報の収集

空
中
か
ら
の
調
査

地
表
か
ら
の
調
査

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

地
質
構
造
の

三
次
元
分
布
の
把
握

地
下
水
の

流
動
特
性
の
把
握

地
下
水
の
地
球

化
学
特
性
の
把
握

物
質
移
動
の

遅
延
効
果
の
把
握

希
釈
効
果
の

把
握

地
下
空
洞
周
辺
の

力
学
・
水
理
・
熱
環
境
の
把
握ガスの量/組成

涵養量

水頭分布

統合化データフローの例
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4章 「おわりに」

第1段階調査研究をとおして・・・

最新の知見に基づき人工バリアや処分場の設計技術を整備し，実際の地質
環境を一例としてその適用性を確認

処分事業の基盤技術となる技術的知見として，設計上の留意点などを整理

第1段階で得られた実際の地質環境（堆積岩，塩水系地下水）データを一例
として，安全評価に必要な物質移行解析を試行し，評価手法の適用を例示

処分事業における安全評価のための技術的知見として，一連の評価に際し
ての知見や留意点を整理

第2段階以降の調査研究は・・・

第1段階の課題を解決し，設計手法などの妥当性を検証

第1段階の解析結果を確認し，それに基づき調査研究計画を具体化

深地層の科学的研究と連携した合理的・体系的な実施が重要

分冊「地層処分研究開発」：4章の骨子


